
（別紙３）

～ 令和8年2月28日

（対象者数） 22 （回答者数）
13

～ 令和8年2月28日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

経験をできる環境づくり、色々な選択ができることができる

ように活動内容を豊富にして行っていく。

2

子ども達を話す時間をとれるようにゆとりを持って支援を

行っていく。

3

決まった職業だけではなく、地域の方々にも協力をお願いし

て、いろんな職業の体験ができるようにおこなっていきた

い。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

一つのやり方だけではなく、多数のやり方をを用意して取り

組む必要がある。

2

3

学習面については、支援の仕方がまだ検討をしながらになって

いる。

その子どもにあった学習の方法を模索していること

子どもが安心して居ることができ、自分の気持ちを素直に話す

ことができる場所。

学年があがることに、しんどいと感じることも増えてきている

ので、少しでもそのしんどさが軽減できるように、やり方等を

一緒に考えていく。

グループ法人内にいろいろな職業があることから、自立にむけ

ての職業体験を経験することができる。

子ども達の肯定感を向上するための発表の場や仕事としての体

験ができるように体験をできるように行っている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

小学6年生から高校生の利用ということで、プログラムを自立

に向けてのプログラムを行う事ができている。

子ども達の主体性を伸ばし、自分たちでやりたい事好きな事が

見つけることができるようなプログラムを考え行っている。

○事業所名 パレット南加賀屋

○保護者評価実施期間
令和8年1月15日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和8年1月15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年2月25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表


